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梅
雨
冷
の
肌
寒
い
日
の
中
で
紫
陽
花
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
年
が
改
ま
り
立
春
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
北
陸
地
方
で
は
記
録

的
な
大
雪
と
な
り
、
崇
敬
者
各
位
に
は
、
除
雪
作
業
や
交
通
支
障
な
ど
、
日
常

生
活
に
難
儀
さ
れ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
神
社
が
鎮
座
す
る
古
城

公
園
で
は
、
倒
木
や
土
塁
の
崩
落
な
ど
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

う
い
う
中
で
も
早
期
復
旧
へ
向
け
た
寄
附
支
援
の
輪
が
早
く
に
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
こ
と
は
大
変
有
り
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
、
明
治
維
新
百
五
十
年
の
節
目
に

あ
た
り
ま
す
。

　

今
上
陛
下
に
は
御
譲
位
の
期
日
が
法
に
よ
っ
て
決
定
し
た
今
日
、
満
三
十
年

に
な
ん
な
ん
と
す
る
平
成
の
御
代
に
、
常
に
国
民
の
平
穏
と
幸
せ
へ
の
祈
り
を

捧
げ
、
国
家
と
国
民
の
象
徴
と
し
て
お
務
め
に
ご
精
励
遊
ば
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
御
労
苦
に
対
し
感
謝
の
誠
を
捧
げ
つ
つ
、
皆
様
と
と
も
に
「
御
即
位

三
十
年
奉
祝
祭
」
を
斎
行
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

百
五
十
年
前
の
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
三
月
、
明
治
天
皇
は
京
都
御
所
の

紫
宸
殿
に
お
い
て
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
を
御
親
ら
天
地
神
明
に
誓
い
、
近
代

無
窮
の
御
神
徳
を
仰
い
で

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、全
国
植
樹
祭
に
伴
い
、天
皇
皇
后
両
陛
下
の
富
山
県
行
幸

啓
が
あ
り
ま
し
た
。高
岡
へ
も
お
立
ち
寄
り
頂
き
、当
射
水
神
社
に
も
幣
饌
料
を
賜
り
、

「
幣
饌
料
奉
奠
奉
告
大
祭
」が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。両
陛
下
に
は
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

に
続
い
て
の
当
県
へ
の
行
幸
啓
と
な
り
、県
民
に
深
い
感
動
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
伴
家
持
卿
生
誕
千
三
百
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
市
内
外
で
様
々
な
記

念
行
事
が
催
行
さ
れ
、
当
神
社
で
も
「
う
な
ぎ
奉
献
祭
」、「
七
夕
祭
」、「
か
た
か
ご

茶
会
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
持
卿
が
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
我
が

国
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』
に
は
、
二
上
山
を
は
じ
め
風
光
明
媚
な
郷
土
の
光
景
が

数
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
家
持
卿
の
「
二
上
山
の
賦
」
は
、
国
守
と

し
て
の
当
神
社
御
崇
敬
の
念
が
籠
め
ら
れ
て
お
り
、「
越
中
万
葉
」
の
代
表
歌
に
挙

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
私
た
ち
の
郷
土
を
形
づ
く
る
素
晴
ら
し
い
自
然
に

想
い
を
致
し
、
万
葉
の
昔
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
御
神
徳
の
下
に
営
々
と
築
か
れ

て
き
た
先
人
の
地
域
づ
く
り
の
歩
み
に
感
謝
の
念
を
深
く
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
間
、崇
敬
奉
賛
会
の
皆
様
に
は
、当
神
社
の
護
持
運
営
に
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。松
本
正
昭
宮
司
は
じ
め
神
職
・
職
員
の
日
々
の
奉
仕
と
相

ま
っ
て
、御
神
威
の
発
揚
に
努
め
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
深
く
喜
び
と
す
る
も
の
で
す
。崇

敬
奉
賛
会
と
致
し
ま
し
て
も
、引
き
続
き
、祭
儀
の
奉
賛
、会
員
の
増
員
な
ど
活
動
を
強
化

し
、そ
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
く
、皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
一
年
の
、
国
、
県
、
ま
た
高
岡
の
町
々
里
々
の
弥
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

平
素
は
当
神
社
崇
敬
奉
賛
会
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昨
年
来
、
全
国
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
、

そ
し
て
雪
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
防
災
の
備
え
に
万
全
を

期
さ
ね
ば
と
の
思
い
と
同
時
に
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
新
た
に
致
し
ま

し
た
。
一
方
で
、
新
鮮
な
農
林
水
産
物
を
手
に
す
る
に
つ
け
、
豊
か
な
自
然
の

恵
み
に
感
謝
す
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
に
は
全
国
植
樹
祭
に
際
し
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
富
山
県
に
行

幸
啓
遊
ば
さ
れ
た
折
に
、
当
神
社
へ
幣
饌
料
の
下
賜
が
あ
り
「
幣
饌
料
奉
奠
奉

告
大
祭
」を
臨
時
大
祭
と
し
て
斎
行
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　

松
本
宮
司
は
じ
め
神
職
・
職
員
の
皆
様
は
、
祭
儀
や
祭
事
に
対
し
新
た
な
史

料
を
も
と
に
古
儀
復
興
に
向
け
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
御
神
威
の
発
揚
・
奉
護

に
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
に
接
し
、
崇
敬
奉
賛
会
と
し
て
も
、
さ
ら
に
崇
敬
の

念
を
厚
く
し
、
積
極
的
に
関
わ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
社
奉
護
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、〝 

敬
神
崇
祖
の
心 

〟
を
連
綿
と

継
承
す
る
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
精
神
文
化

を
新
た
な
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
大
き
な
役
割
で
あ
り
ま
す
。

　

当
神
社
の
更
な
る
発
展
と
、
崇
敬
奉
賛
会
会
員
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

射水神社崇敬奉賛会
総　裁

橘　慶一郎
射水神社宮司

松 本 正 昭

射水神社崇敬奉賛会
会　長

穴 田 甚 朗

地
域
づ
く
り
の
歩
み
を
受
け
継
い
で

神
宿
る
自
然
か
ら
学
ぶ
心

日
本
の
礎
と
な
る
国
是
を
定
め
、
維
新
の
大
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
の
御
代
の
当
神
社
の
歩
み
を
顧
み
ま
す
と
、
神
武
創
業
の
復
古
精
神

の
下
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
国
幣
中
社
に
列
格
せ
ら
れ
、
神
仏
分
離

の
規
制
と
境
内
地
が
狭
く
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
同
八
年

（
一
八
七
五
）
に
は
千
数
百
年
の
神
縁
地
を
離
れ
、
現
在
鎮
座
さ
れ
る
「
古ふ

る

御お

城し
ろ

」
と
親
し
ま
れ
た
高
岡
城
跡
に
遷
座
す
る
と
い
う
全
国
的
に
稀
に
見
る
歩
み

を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
「
官
社
」
と
は
政
府
所
轄
の
神
社
で
、
氏
子
と
の
関
係
が
極
め
て

少
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
国
か
ら

約
一
ヵ
年
総
経
費
の
三
分
の
一
の
下
附
金
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
神
社
の
収
益

と
氏
子
・
崇
敬
者
の
負
担
金
に
よ
ら
な
け
れ
ば
維
持
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
天
皇
陛
下
の
北
陸
御
巡
幸
に
際
し
て
、
射
水
神

社
は
奉
幣
に
預
り
、
国
幣
社
と
し
て
の
格
式
を
保
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
遷
座
後
、
旧
来
か
ら
の
氏
子
と
の
関
係
が
稀
薄
と
な
り
、
国
か
ら
の
下
附

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
国
幣
社
と
し
て
の
祭
典
や
社
頭
の
維
持
に
も
困
窮
を

極
め
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
木
津
太
郎
平

氏
（
衆
議
院
議
員
）
の
名
の
下
に
「
奉
賛
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
神
威
の
発

揚
に
努
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
戦
後
、不
幸
に
し
て
戦
い
に
敗
れ
、国
幣
中
社
の
社
格
は
廃
せ
ら
れ
、

神
社
と
し
て
の
経
営
に
腐
心
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、木
津
太
郎
平
氏
の
〝
奉
斎

の
誠
心
〟は
館
哲
二
氏
（
内
務
省
神
社
局
長
・
富
山
県
知
事
・
当
神
社
奉
賛
会
長
）

に
受
け
継
が
れ
、神
社
の
復
興
・
祭
儀
の
執
行
に
献
身
的
努
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、奉
賛
会
組
織
も
充
実
し
、辛
う
じ
て
神
明
奉
仕
に
事
欠
か
ぬ
程
に
済
わ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
館
哲
二
氏
没
後
五
十
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
先
人
達
の

気
概
に
あ
ら
た
め
て
想
い
を
致
し
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
神
徳
の
宣
揚
に
資
せ

ん
と
の
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
も
の
で
す
。
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一
年
の
稔
り
に
感
謝
を
捧
げ
る『
新
嘗
祭
』で
〝
古
儀
・
神
楽
歌
〟を
復
活

Ⅰ
、
厳
か
に
『
新
嘗
祭
』
を
斎
行

　

五
穀
豊
穣
は
じ
め
農
林
水
産
商
工
営
業
全
て
の
振
興
・

発
展
に
感
謝
す
る
新
嘗
祭
を
十
一
月
二
十
三
日
午
前
十

時
か
ら
崇
敬
者
約
百
名
の
ご
参
列
の
下
、
厳
粛
に
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
春
の
祈
年
祭
と
対
を
な
し
、
飛
鳥
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
重
要
な
お
祭
り
で
、
今

日
も
宮
中
で
は
天
皇
陛
下
御
親
ら
新
穀
を
天
神
地
祇
に

お
供
え
さ
れ
て
五
穀
豊
穣
の
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ

ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
古

儀
復
興
へ
の
取
り
組

み
の
中
で
、
当
年
も

県
内
外
の
崇
敬
者
よ

り
の
品
々
と
、
生
産

者
が
丹
精
込
め
て
作

ら
れ
た
新
米
・
酒
・

鮮
魚
・
海
産
物
・
野

菜
・
果
物
、
高
岡
漆

器
・
高
岡
銅
器
・
越

中
福
岡
の
菅
笠
・
手

袋
な
ど
の
自
社
工
業
製
品
が
「
進
納
品
」
と
し
て
御
神

前
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
巫
女
が
「
浦
安

の
舞
」
を
奉
奏
、
空
手
道
千
山
道
場
の
堀
田
千
宴
子
師

範
が
「
沖
縄
伝
統
空
手
上
地
流
〝
セ
ー
サ
ン
〟」
の
型
を

奉
納
、
参
列
員
が
玉
串
を
手
向
け
て
神
恩
へ
の
感
謝
を

捧
げ
る
と
共
に
、
更
な
る
生
業
繁
栄
を
祈
り
ま
し
た
。

「神楽歌」が奉唱される中、宮司が「初刈りの稲穂」を奉る

Ⅱ
、「
新
嘗
祭
神
楽
歌
」
の
再
興

　

一
昨
年
十
月
、
都
内
で
当
社
に
関
す
る
戦
前
の
公
文

書
等
の
史
料
が
新
た
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。（
前
々
号
既
報
）

　

約
七
十
点
あ
る
史
料
の
多
く
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
に
、
お
祭
り
に
お
供
え
さ
れ
た
方
の
氏
名
を

記
す
『
新
嘗
祭
御
初
穂
進
納
者
芳
名
簿
』
に「
新
嘗
祭
神

楽
歌
」
が
採
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

神
楽
歌
の
歌
詞
は
、明
治
二
十
六
年
八
月
、文
部
省
よ
り

祝
日
大
祭
日
の
奉
祝
儀
式
で
歌
う
曲
を
示
し
た「
祝
日
大

祭
日
唱
歌
」に
選
定
さ
れ
た「
新
嘗
祭
」（
小
中
村
清
矩
作
歌　

辻
高
節
作
曲
）と
、ほ
ぼ
同
一
で
す
が
、「
御
饌4

」
を「
御
酒4

」

に
つ
く
る
等
、当
社
の
独
自
性
も
確
認
出
来
ま
し
た
。

　

再
興
す
る
に
あ
た
り
、
唱
歌
「
新
嘗
祭
」
か
ら
雅
楽

用
に
龍
笛
・
篳
篥
・
鳳
笙
の
譜
面
を
新
た
に
起
こ
し
、

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
先
人
の
想
い
に
寄
り
添
う
べ
く
、

同
時
に
歌
の
温
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

神
楽
歌
は
、
大
前
に
神
饌
を
奉
る
献
饌
時
の
祭
典
楽

と
し
て
用
い
ら
れ
、
宮
司
が
「
初
刈
り
の
稲
穂
」
を
外

陣
内
の
神
饌
本
案
上
に
奉
る
際
に
、
奉
仕
の
神
職
と
参

列
者
が
皆
で
奉
唱
し
ま
し
た
。

御神前に祝詞を奏上

祭典を寿ぐ「浦安の舞」

千山道場・堀田千宴子師範による型の奉納

北日本新聞（11月22日）

富山新聞（11月24日） 朝日新聞（11月22日）

崇敬奉賛会から奉られる幣帛

富山新聞（11月22日）

北陸中日新聞（11月22日）

読売新聞（11月24日）

北日本新聞（11月24日）
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神
社
祭
儀
の
本
儀
復
古
へ
の
取
り
組
み

　

半
年
間
の
罪
穢
れ
を
神
々
の
お
力
に
よ
っ
て
祓
い

清
め
る
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
末
の
「
大
祓
」
で
は

人ひ
と
か
た
し
ろ

形
代
と
共
に
、
麻あ
さ
お苧
と
木ゆ

綿う

に
よ
る
お
祓
い
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
参
列
者
一
同
で
「
大お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

祓
詞
」
を
読
み

上
げ
、
最
後
に
上
位
の
神
職
が
「
災
厄
を
う
つ
し
た
人

形
代
な
ど
を
川
に
持
っ
て
行
き
流
せ
よ
」
と
言
い
、
下

位
の
神
職
が
「
オ
ウ
」
と
応
え
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が

ら
今
日
で
は
、

河
川
に
人
形
代

を
流
す
こ
と
は

出
来
ず
、
お
祓

い
の
後
は
焼
納

す
る
こ
と
で
代

え
ら
れ
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま

し
た
。

　

当
神
社
で
は
、

神
社
史
編
纂
に
伴
う
様
々
な
祭
儀
考
証
の
も
と
、
今
日

行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
に
つ
い
て
も
、
よ
り
本
来
の
姿

に
近
付
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
越
の
大
祓
よ
り
、
大
伴
家
持
卿
が
『
万
葉

集
』
の
歌
に
詠
み
、当
社
に
関
し
て
も
所
縁
が
深
い
「
射

水
川
」
の
水
を
檜
樽
に
満
た
し
、
災
厄
を
う
つ
し
た
人

形
代
を
参
拝
者
自
ら
が
浮
か
べ
て
お
祓
い
し
ま
し
た
。

　
『
大
祓
斎
串
』
を
新
た
に
奉
製
、

家
族
み
ん
な
で
清
々
し
い
初
春
を　

　

十
二
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
年
越
の
大
祓
で
も
、

県
下
一
円
か
ら
崇
敬
者
が
お
参
り
さ
れ
、
射
水
川
の

清
き
流
れ
に
見
立
て
た
三
本
の
御
幣
が
立
つ
檜
樽
の

「
斎い
み
ず水
」
に
「
人
形
代
」
を
投
じ
、
一
年
の
災
厄
罪
穢

れ
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
家
族
揃
っ
て
清
々
し
く
初
春
を
お
迎
え
い

た
だ
く
た
め
、
新
た
に
『
大お
お
は
ら
え
い
ぐ
し

祓
斎
串
』
を
奉
製
し
、「
大

祓
修
符
」
と
合
わ
せ
て
授
与
し
ま
し
た
。

　

大
祓
斎
串
は
、
長
さ
約
二
十
㎝
の
竹
串
の
先
端
を
割

り
、
越
中
の
五
箇
山
和
紙
か
ら
切
り
出
し
た
五
枚
の
紙

垂
を
挟
み
、
麻
苧
で
結
わ
え
た
も
の
で
、
神
社
に
伝
わ

る
自
祓
い
用
の
祓
い
具
を
参
考
に
、
よ
り
相
応
し
い
形

を
求
め
、
新
た
に
奉
製
し
ま
し
た
。
な
お
、
五
枚
の
紙

垂
に
は
、
罪
穢
れ
を
祓
う
祓は
ら
え
ど戸
四
柱
の
大
神
と
、
射
水

の
大
神
を
併
せ
た
五
柱
の
神
々
の
お
力
で
災
厄
を
除
く

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
斎
串
を
手
に
、
自
ら
の
身
体
や
、
玄
関
・
部
屋

な
ど
清
め
た
い
場
所
を
左
・
右
・
左
の
順
で
祓
い
清
め

て
新
年
を
迎
え
、
一
月
十
四
日
の
左
義
長
「
射
水
の
火

祭
り
」
に
神
社
へ
納
め
ら
れ
、
お
焚
き
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
日
参
拝
で
き
な
か
っ
た
崇
敬

の
ご
家
族
様
に
も
実
際
の
お
祭
り
に
近
い
お
祓
い
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大祓斎串

富山新聞（平成29年12月29日掲載）

「人形代」を浮かべる参拝者

年
の
瀬
の
祓
い
　
新
た
に
『
大
祓
斎
串
』
を
奉
製

新
嘗
祭
進
納
者
芳
名
一
覧

一
、
五
穀
の
部

　

新　

米

　
　

高
岡
市
農
業
協
同
組
合

　
　

富
山
県
神
道
青
年
会（
献
穀
米
）

　
　

宮
﨑　

正
・
泰
子

　
　

新
田
孝
次
郎

　
　

中
谷　

信
吉

　
　

石
川
県
志
賀
町
在
住 

崇
敬
奉
賛
者

　

紅
白
餅

　
　

射
水
神
社
崇
敬
奉
賛
会

　
　

高
岡
市
護
国
神
社
奉
賛
会

　
　

い
み
づ
協
賛
会

　

餅　

米

　
　

石
川
県
志
賀
町
在
住 

崇
敬
奉
賛
者

　

小　

豆

　
　

石
川
県
志
賀
町
在
住 

崇
敬
奉
賛
者

一
、
御
神
酒
の
部

　

清　

酒

　
　

穴
田　

甚
朗

　
　

荻
布　

精
一

　
　

菅
野　

淳
一

　
　

林　
　

松
夫

　
　

佐
武
峻
三
久

　
　

山
達　

是
人

　
　

廣
嶋　

康
雄

　
　

高
岡
交
通
㈱

　
　

ト
ナ
ミ
運
輸
㈱

　
　

北
陸
銀
行
高
岡
支
店

　
　

㈱
北
陸
建
材
社

　
　

塩
﨑
商
衡
㈱

　
　

㈱
山
内
神
仏
具
店

　
　

森
田
建
設
㈱

　
　

高
岡
市
弓
道
連
盟

　
　

富
山
テ
レ
ビ
放
送
㈱
高
岡
支
社

　
　

カ
マ
タ
ニ
印
刷

　
　

山
田
酒
店

　
　

朝
山
酒
店

　
　

空
手
道 

千
山
道
場

　
　

あ
け
ぼ
の
敬
神
講

　
　

山
村　

義
弘

　

甘　

酒

　
　

石
川
県
志
賀
町
在
住 

崇
敬
奉
賛
者

　

麦　

酒

　
　

い
み
づ
協
賛
会

　
　

要
藤　

利
明

一
、
海
川
の
部

　

鯛
・
ガ
ン
ド

　
　

㈱
高
岡
水
産
物
市
場

　

し
し
ゃ
も

　
　

㈱
正
三
商
店

　

寿
留
女

　
　

㈲
宮
一

　

干　

物

　
　

㈲
橘
楼

　

海　

苔

　
　

グ
リ
ー
ン
産
商
㈱

　

昆　

布

　
　

㈱
室
屋

　
　

扇
子
昆
布
商
店

　

蒲　

鉾

　
　

天
野
屋
蒲
鉾
店

　
　

㈲
広
又
蒲
鉾
商
店

一
、
山
野
の
部

　

椎　

茸

　
　

㈱
北
翔

　

薩
摩
芋

　
　

太
閤
堂

　
　

新
田
孝
次
郎

　

白
菜
・
人
参

　

大
根
・
蓮
根
・
長
芋

　
　

北
川　

貞
吉

　

大　

根

　
　

向
山　

耕
司

一
、
果
物
の
部

　

林　

檎

　
　

丸
果
㈱
高
岡
青
果
市
場

　
　

野
村　

利
実

　

柿

　
　

向
山　

耕
司

一
、
菓
子
の
部

　

越
中
銘
菓

　
　

中
谷　

信
吉

一
、
工
業
製
品
の
部

　

高
岡
銅
器

　

干
支
「
戌
」
ブ
ロ
ン
ズ
像

　
　

㈱
織
田
幸
銅
器

　

高
岡
銅
器　

純
銀
製
「
狛
犬
」

　
　

㈱
古
城
製
作
所

　

高
岡
漆
器
「
卓
球
球
拍
」

　
　

㈲
中
村
漆
器
店

　

自
社
工
業
製
品
（
手
袋 

等
）

　
　

丸
和
ケ
ミ
カ
ル
㈱

　

自
社
製
品　

お
茶

　
　

㈱
伊
藤
園

　

越
中
福
岡
「
菅
笠
」

　
　

城
山　
　

孝

一
、
幣
帛
料
の
部

　
　

穴
田　

甚
朗

　
　

寺
﨑　

敏
夫

　
　

荻
布　

精
一

　
　

林　
　

松
夫

　
　

山
達　

是
人

　
　

立
野
井
富
二

　
　

田
井　

佳
夫

　
　

廣
嶋　

康
雄

　
　

㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
佐
武

　
　

山
岡
石
材
工
業
㈱

　
　

㈱
山
本
建
成
工
業

　
　

日
本
海
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

　
　

天
野
屋
蒲
鉾
店

　
　

㈲
広
又
蒲
鉾
商
店

　
　

㈱
四
津
井

　
　

高
岡
市
連
合
遺
族
会

　
　

塩
﨑
商
衡
㈱

　
　

森
田
建
設
㈱

　
　

高
岡
市
弓
道
連
盟

　
　

高
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
・

　
　

オ
オ
タ
ピ
ア
ノ

　
　

あ
け
ぼ
の
敬
神
講

　
　

山
村　

義
弘

　
　

内
記　

芳
男

　
　

青
井　
　

博

　
　

関
口　

光
子

　
　

城
山　
　

孝

　
　

藤
川　

達
三

　
　

室
谷　

博
久

　
　

要
藤　

利
明

　
　

中
村　

喜
進

　
　

戸
井　
　

貢

　
　

江
守　

榮
信

　
　

島　
　

啓
介

　
　

太
田
奈
緒
美

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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の
樹
木
に
親
し
み
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
初
め
て
〝
合
格
祈
願

『
梅
ヶ
枝
』〟
を
奉
製
し
ま
し
た
。

　

雪
吊
り
作
業
の
際
の
剪
定
で
伐
ら
れ
た
境
内
の
梅
の
〝
ず
ば
え
〟（
若

い
枝
）
を
用
い
、
神
職
が
一
本
一
本
、
長
さ
を
整
え
て
〝
紅
白
の
幣
〟
を

取
り
付
け
、
巫
女
が
〝
合
格
祈
願
の
お
守
り
〟
と
〝
合
格
絵
馬
〟
を
取
り

添
え
ま
し
た
。

　

一
般
に
は
「
受
験
生
に
お
正
月
は
な
い
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、『
梅
ヶ

枝
』
を
勉
強
机
や
床
の
間
の
天
神
様
の
前
に
置
い
て
、
正
月
気
分
返
上
で

受
験
勉
強
に
励
み
、
ま
た
時
に
梅
の
香
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
、
春
に

は
梅
に
続
い
て
「
サ
ク
ラ
咲
く
」
合
格

の
吉
報
へ
と
結
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
、

学
問
の
神
様
と
し
て
名
高
く
、
全
国
の

天
満
宮
の
総
本
社
で
あ
る
京
都
・
北
野

天
満
宮
の
招
福
の
梅
の
枝
「
思
い
の
ま

ま
」
に
も
倣
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
神
様
の
御
縁
日
で
あ
り
、
お
正
月

を
迎
え
る
た
め
に
各
家
で
天
神
様
を
飾

り
始
め
る
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
、
進

学
受
験
生
や
就
職
試
験
活
動
の
学
生
、

家
族
に
特
別
授
与
を
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
正
月
よ
り
「
サ
ク
ラ

咲
く　

試
験
合
格
・
学
業
成
就　

誓
願

絵
馬
掛
け
所
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
が
描
か
れ
た
〝
合
格
絵
馬
〟

に
は
、
受
験
へ
望
ん
で
の
本
人
の
誓
い

や
決
意
と
願
い
が
込
め
て
掛
け
ら
れ
、

境
内
に
は
一
足
早
く
春
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
月
十
二
日
の
朝
、「
五
六
豪
雪
以
来
だ
」
と
皆
が

口
を
揃
え
ま
し
た
。
富
山
県
を
始
め
と
す
る
北
陸
地

方
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
十
二
月
か
ら

同
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
に
か
け
て
、
東
北

地
方
か
ら
北
近
畿
ま
で
を
襲
っ
た
記
録
的
豪
雪
以
来
、

三
十
七
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
は
一
部
通
行
止
め
と
な
り
、
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
と
航
空
便
は
運
休
と
欠
航
が
相
次
ぎ
、
福
井
県
の
国

道
八
号
線
で
は
一
時
千
五
百
台
も
の
車
が
立
ち
往
生
し

ま
し
た
。
当
神
社
で
は
、
本
殿
脇
に
あ
っ
た
桜
の
大
木

が
雪
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず
倒
れ
、
本
殿
・
祝
詞
殿
・

中
門
・
拝
殿
を
取
り
囲
む
玉
垣
に
接
触
、
一
部
倒
潰
・

破
損
し
ま
し
た
。

　

境
内
の
み
な
ら
ず
、
高
岡
古
城
公
園
全
域
に
甚
大
な

被
害
が
及
び
、
参
道
・
園
路
に
は
幹
半
ば
で
折
れ
た
樹

木
、
根
こ
そ
ぎ
折
れ
た
樹
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
通
り

道
も
な
い
程
で
し
た
。
公
園
の
人
気
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

一
つ
で
あ
る
鮮
や
か
な
朱
塗
り
の
太
鼓
橋
「
駐
春
橋
」

附
近
で
も
桜
の
大
木
が
倒
れ
、
三
の
丸
（
高
岡
市
民
体

育
館
・
古
城
公
園
動
物
園
側
）
へ
の
入
り
口
と
な
る
搦

手
口
で
は
、
倒
木
と
と
も
に
土
塁
が
崩
落
す
る
な
ど
の

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
早
朝
よ
り
神
社
・
公
園

管
理
事
務
所
で
被
害
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
公
園
は
、

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
に
「
高
岡
城
跡
」
と
し
て
国

　
「
お
正
月
の
天
神
様
」
飾
り
は
、
富
山
県
下
一
円
で
古
く
か
ら
伝
わ
り
、

毎
年
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
各
家
々
の
床

の
間
に
は
「
掛
け
軸
」
や
井
波
彫
刻
に
よ
る
「
木
彫
」、郷
土
玩
具
の
「
土

人
形
」
を
お
飾
り
し
て
鏡
餅
や
御
神
酒
が
供
え
ら
れ
、
越
中
文
化
を
代
表

す
る
年
中
行
事
、
民
間
習
俗
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

射
水
神
社
で
は
全
国
植
樹
祭
と
や
ま
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

こ
の
特
筆
さ
れ
る
越
中
文
化
を
次
代
に
と
守
り
伝
え
、
ま
た
、
鎮
守
の
杜

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
搦
手
口
の
土
塁
崩
落

に
つ
い
て
は
被
害
が
大
き
い
た
め
、
市
文
化
財
課
等
の

連
携
の
も
と
、
修
復
の
作
業
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

神
社
と
し
て
も
境
内
を
速
や
か
に
復
旧
さ
せ
、
射
水

の
大
神
様
が
鎮
ま
り
ま
す
元
の
姿
を
取
り
戻
す
べ
く
、

こ
の
五
月
よ
り
修
繕
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
参
拝
者
か
ら
「
一
連
の
復
旧
へ
の
後
押
し
が

し
た
い
」
と
の
声
が
、
神
社
へ
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た

た
め
、
高
岡
市
へ
の
募
金
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

支
援
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
古

城
公
園
・
射
水
神
社
が
富
山
県
民
に
と
っ
て
「
鎮
守
の

杜
」
と
し
て
多
く
の
方
々
に
親
し
み
、
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
、
神
職
・
巫
女
も
と
も
に
復
旧
へ
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
の
神
明
奉
仕
に
よ
り
一
層

努
め
る
所
存
で
す
。

境
内
の
み
な
ら
ず
、
公
園
内
各
所
に
甚
大
な
被
害

古
城
公
園
の
復
興
・
復
旧
に
向
け
、
ご
奉
賛
支
援
の
輪
が
拡
が
る

記
録
的
大
雪
に
よ
り
、
社
殿
を
取
り
囲
む
玉
垣
が
一
部
倒
潰
・
破
損

〝サクラ咲く〟合格絵馬

合格守と、合格絵馬が結わえられた「梅ヶ枝」

樹木が覆いかぶさった園路

被害を受けた玉垣

北日本新聞（平成30年4月14日掲載）

富山新聞（平成30年4月18日掲載）

境
内
の
梅
の
枝
を
用
い 

初
め
て
〝
合
格
祈
願『
梅う
め

ヶが

枝え

』〟
を
奉
製
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人
生
の
初
土
俵
!!
『 

越
中 

泣
き
笑
い
相
撲 
』

相
撲
と
射
水
神
社

大
き
な
声
で
　
泣
く
ほ
ど
　
逞
し
く
　
健
や
か
に
！
　

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
元
気
な
　
赤
ち
ゃ
ん
　
集
ま
れ
!!

　
〝
丈
夫
で
健
康
な
子
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
〟
と
い
う
親
心
は

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
素
直
な
願
い
で
す
。

　
『
泣
き
相
撲
』
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
育
を
祈
願
す
る

日
本
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
神
事

で
す
。

　

相
撲
と
神
事
は
極
め
て
密
接
な
由
緒
が
あ
り
、
越
中
国
、
富
山

県
の
総
鎮
守
・
総
氏
神
と
親
し
く
崇
め
ら
れ
る
射
水
神
社
で
成
長

祈
願
を
執
り
行
い
、
大
鳥
居
前
の
古
城
公
園
相
撲
場
で
奉
納
『
越

中 

泣
き
笑
い
相
撲
』
を
初
め
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
神
社
で
も
近
年
は
「
泣
き
相
撲
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
射
水
神
社
で
は
『
泣
き
笑
い
相
撲
』
と
し
て
、

特
に
印
象
深
い
笑
顔
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
勝
敗
の
基
準
を
設
け
る
こ

と
と
致
し
ま
す
。

　
〝
化
粧
廻
し
〟
を
締
め
た
赤
ち
ゃ
ん
が
「
人
生
の
初
土
俵
」
へ

あ
が
る
姿
は
と
て
も
可
愛
ら
し
く
も
逞
し
く
も
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん

の
泣
き
声
や
笑
顔
で
行
司
が
勝
負
を
決
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
抱
え
ら
れ
な
が
ら
泣
き
合
う
姿
、
周
り
の
大
人
た

ち
の
一
所
懸
命
に
応
援
す
る
姿
が
観
衆
の
笑
顔
を
誘
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
の
成
長
を
ご
家
族
皆
さ
ま
で
感
じ
て
下
さ
い
。

第
九
十
回 

県
青
年
相
撲
選
手
権

　

土
俵
祭
を
斎
行

　

八
月
十
三
日
、
県
相
撲
連
盟
・
高
岡
市
相
撲
連
盟
・

北
日
本
新
聞
社
が
主
催
す
る
県
青
年
相
撲
選
手
権
が

古
城
公
園
三
の
丸
に
あ
る
高
岡
市
民
体
育
館
の
特
設

土
俵
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
北
日
本
新
聞
社
の
前
身
、
北
陸
タ
イ

ム
ス
社
が
大
正
天
皇
の
天
長
節
を
奉
祝
し
て
初
め
て
開

き
、
今
回
は
第
九
十
回
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

前
日
に
市
相
撲
連
盟
関
係
者
や
高
校
生
ら
約
三
十
人

が
、
土
を
盛
っ
て
俵
を
埋
め
込
み
、
し
っ
か
り
と
固
め

ら
れ
た
特
設
の
土
俵
が
完
成
す
る
と
、
大
会
の
成
功
と

安
全
を
祈
り
土
俵
祭
を
執
り
行
い
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏

上
し
、
土
俵
の
四
方
と
中
央
に
塩
を
撒
い
て
、
お
清
め

し
ま
し
た
。

まったな
し!

記
念
大
会
の
成
功
祝
い

相
撲
道
の
更
な
る
興
隆
を
誓
う

　

九
月
二
日
、
第
九
十
回
記
念
県
青
年
相
撲
選
手
権
の

祝
賀
会
が
神
社
参
集
殿
で
行
わ
れ
、
県
関
係
者
や
高
橋

高
岡
市
長
始
め
、
約
九
十
名
の
関
係
各
位
が
出
席
さ
れ
、

大
会
の
成
功
を
祝
う
と
共
に
、
斯
道
の
更
な
る
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
会
場
に
は
、
昭
和
五
年
の
県
下
壮
年

相
撲
大
会
で
当
神
社
よ

り
親
授
さ
れ
て
い
た
「
御

神
盃
」
と
、
富
山
県
青

年
相
撲
大
会
の
団
体
優

勝
杯
「
富
山
県
知
事
盃
」

（
第
四
十
五
回
～
六
十
回

大
会
で
授
与
）・
団
体
準

優
勝
杯「
高
岡
市
長
賞
盃
」

（
第
四
十
六
回
～
六
十
回

大
会
で
授
与
）
が
特
別

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

賜 

天
覧 
公
園
相
撲
場
の
歩
み

　

大
正
十
二
年
、
萩
下
大
丞
氏
と
市
青
年
団
の
協
力

で
完
成
し
た
古
城
公
園
の
本
丸
相
撲
場
は
、
当
時

一
万
五
千
名
を
収
容
で
き
、
北
陸
最
大
の
規
模
を
誇
り

ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
三
年
、
畏
く
も
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

の
行
幸
啓
と
、
秩
父
宮
妃
殿
下
の
御
視
察
を
仰
い
で
、

第
十
三
回
富
山
国
体
相
撲
競
技
大
会
が
賑
々
し
く
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
年
後
の
同
三
十
五
年
に
市
民
体
育
館

が
建
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
相
撲
場
は
現
在
地
で
あ
る

射
水
神
社
前
の
卯
辰
山
に
移
設
、
市
営
の
相
撲
場
と
し

て
竣
功
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昭
和
二
十
九
年

九
月
、
館
哲
二
射
水
神
社

代
表
役
員
（
遷
座
八
十
年

祭
奉
賛
会
会
長
）
が
主
管

し
て
斎
行
さ
れ
た
三
十

年
ぶ
り
の
式
年
祭
で
は
、

神
社
前
の
卯
辰
山
に
特

設
の
土
俵
が
作
ら
れ
、
高

岡
出
身
の
力
士
で
最
高

位
・
小
結
の
射
水
川
健
太
郎
が
行
司
を
務
め
て
、
市
内

中
学
校
角
力
大
会
（
北
日
本
新
聞
社
共
催
）
が
盛
大
に

奉
祝
行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ル
　
本
来
、勝
敗
は
関
係
な
く
、元
気
な
姿
を
神
様
に
見
て
も
ら
う

　
　
　
　
　

こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

基
本
的
に
は
、「
元
気
よ
く
泣
い
た
方
や
、
満
面
の
笑
顔
が

　
　
　
　
　

あ
ふ
れ
た
方
が
勝
ち
」
と
な
り
ま
す
。

場
　
　
所　

射
水
神
社
大
鳥
居
前　

古
城
公
園
相
撲
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
：
参
集
殿
内 

特
設
土
俵
）

日
　
　
時　

平
成
三
十
年
七
月
七
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　

奈
良
・
平
安
時
代
の
宮
中
行
事
で
は
、
七
夕
に

　
　
　
　
　
　

合
わ
せ
て
相
撲
節
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
資
格　

生
後
六
カ
月
か
ら
一
歳
半
位
ま
で
の
元
気
な
男
女
児

参
加
料　

赤
ち
ゃ
ん
一
人
に
つ
き 

五
千
円

　
　
　
　
　
　
（
お
祓
い
初
穂
料
・
記
念
品
）

お
問
合
せ　

射
水
神
社　

越
中
泣
き
笑
い
相
撲
係

土俵祭‐安全を祈り土俵を清める

「御神盃」「団体優勝杯」「団体準優勝杯」

熱戦が繰り広げられる土俵

歓声沸く本丸相撲場

初
開
催
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祭
典
で
は
、
来
賓
の
高

岡
市
長
、
同
Ｌ
Ｃ
の
盤
若

進
二
会
長
ら
七
名
が
除
幕

を
行
い
、
宮
司
が
祝
詞
を

奏
上
、
石
碑
を
清
祓
し
ま

し
た
。

　

祭
典
を
寿
ぎ
、
巫
女
が

「
末
広
の
舞
」
を
奉
奏
、「
万

葉 

華
太
鼓
」
が
利
長
公

入
城
の
賑
わ
い
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
和
太
鼓
に
よ
る
太

鼓
の
揃
い
打
ち
を
披
露
し
、

華
を
添
え
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
盤
若
会
長
は
「
石
碑
の
建
立
を
契
機
に
高

岡
城
跡
の
保
全
美
化
活
動
を
続
け
、
歴
史
都
市
高
岡
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
長
く
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
、
高
橋
市
長
か
ら
も
祝
辞
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　

高
岡
城
が
あ
っ
た
高
岡
古
城
公
園
大
手
口
に
国
史
跡

指
定
を
記
念
し
た
「
高
岡
城
跡
」
の
石
碑
が
完
成
し
、

除
幕
清
祓
建
立
奉
告
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
披
露
さ
れ

た
九
月
十
三
日
は
高
岡
開
町
の
祖
・
前
田
利
長
公
が
高

岡
城
へ
入
城
し
た
と
さ
れ
る
日
で
す
。

　

高
岡
志
貴
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
以
下
Ｌ
Ｃ
）
が

設
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
高
岡
城
跡
の
文
化
的
価

値
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
建
て
ら
れ
、
奉

告
祭
に
は
高
橋
高
岡
市
長
は
じ
め
、
Ｌ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
、

地
域
住
民
な
ど
お
よ
そ
約
七
十
人
が
出
席
、
一
同
が
郷

土
で
あ
る
歴
史
都
市
・
高
岡
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

人
力
車
を
引
き
な
が
ら
、全
国
の
一
宮
を
巡
拝
し
て
い

る
阿あ

部べ

雅ま
さ

龍た
つ

さ
ん
（
34
）が
、九
月
二
十
九
日
、当
神
社
に

ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
秋
田
市
出
身
で
、小
学
生
の
頃
に
同
郷

で
日
本
人
初
の
南
極
探
検
を
果
た
し
た
白
瀬
矗の
ぶ

中
尉

（
一
八
六
一
～
一
九
四
六
）に
憧
れ
、「
冒
険
家
に
な
る
」と

の
夢
を
抱
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
力
車
で
の
巡
拝
は
、白
瀬
中
尉
が
明
治

四
十
五
年（
一
九
一
二
）に
辿
り
着
き
、命
名
し
た「
大
和
雪

原
」を
踏
ん
で
南
極
点
を
無
補
給
単
独
踏
破
す
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
と
共
に
、旧
六
十
八
ヵ
国
の
神
社

を
巡
り
、誓
い
を
立
て
る
た
め
で
し
た
。

　

昨
年
二
月
二
十
四
日
に
鹿
児
島
県
指
宿
市
の
薩
摩
国

一
宮
・
枚
聞
神
社
を
出
発
し
て
か
ら
約
六
千
キ
ロ
の
道
の

り
を
踏
破
し
、十
月
二
十
九
日
に
は
見
事
、秋
田
県
に
か

ほ
市
の
白
瀬
中
尉
の
墓
前
で
一
宮
巡
拝
の
達
成
奉
告
と
、

次
な
る
夢
で
あ
る
南
極
点
到
達
達
成
を
誓
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
参
拝
時
に
も
「
全
国
の
一
宮
で
南
極
点
へ
の

誓
い
を
立
て
、
百
年
の
時
を
超
え
て
、
先
輩
、
白
瀬
中

尉
の
足
跡
を
伸
ば
し
た
い
」
と
強
く
決
意
を
語
ら
れ
る

姿
が
鮮
明
で
、
さ
ら
な
る
高
み
へ
挑
戦
し
続
け
る
阿
部

さ
ん
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
ま
す
。

除幕の儀。福島県産の紀山石を用いた石碑は高さ2.7ｍ（台座を含めると
3.2ｍ）、幅1.4ｍ、重さ12ｔで、石工事は山岡石材店、揮毫は同ＬＣ会員の
書家・嶋崎一翠氏が手掛けられました。

高岡城は慶長14年（1609）、加賀藩初代藩主前田利長の隠居城として築かれました。幕府の一国一城令で廃城となりましたが、堀や城の区画「郭」の
形状が約400年経った今も良好に残る城郭は全国でも珍しく、平成27年（2015）3月に国史跡に指定されました。県内では唯一「日本100名城」に選
ばれています。当神社は江戸時代の城郭に社殿を構える唯一の一宮です。

参拝される阿部雅龍さん出発をお見送り

高
岡
志
貴
野
Ｌ
Ｃ 

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
五
十
周
年

国
指
定
史
跡「
高
岡
城
跡
」石
碑

除
幕
清
祓
建
立
奉
告
祭

夢
を
追
う
男　

南
極
点
到
達
を
目
指
し

阿
部
雅
龍
さ
ん 

ご
参
拝

人
力
車
で
全
国
一
宮
を
巡
拝

８
月
12
日  

土
俵
祭

８
月
27
日  

諏
訪
社
例
祭

９
月
13
日  

志
貴
野
Ｌ
Ｃ

　
　
　
　
　
国
指
定
史
跡
石
碑
建
立
清
祓
式 

９
月
16
日  

秋
季
大
祭

９
月
23
日
　
日
吉
社
秋
祭

９
月
22
日
　
秋
季
皇
霊
祭

９
月
24
日  

院
内
社
秋
祭

10
月
１
日
〜
11
月
30
日

　
　
　
　
　
七
五
三
ま
つ
り

10
月
４
日
　
高
岡
市
護
國
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
季
例
大
祭

10
月
17
日
　
神
嘗
奉
祝
祭

11
月
3
日  

明
治
祭

11
月
15
日
　
蒲
鉾
昆
布
奉
献
祭

11
月
22
日
　
幸
ひ
守
清
祓
式

11
月
23
日  

新
嘗
祭
　
神
楽
歌
再
興

12
月
22
日  

冬
至
祭

12
月
23
日  

天
長
祭

　
　
　
　
　
初
詣
臨
時
奉
仕
巫
女
認
証
式

12
月
26
日
　
煤
拂
祭

　
　
　
　
　
神
符
守
札
奉
製
入
魂
祭

12
月
29
日  

年
越
大
祓

12
月
31
日  

除
夜
祭

毎
月
１
日 

朔
日
祭
・
23
日 

月
次
祭

祭
事
暦

杜
の
景
色

m o r i - n o - k e s h i k i

阿部雅龍
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〝
生き

の
芸
術
〟
と
も

言
わ
れ
、
な
に
も
の
に

も
と
ら
わ
れ
な
い
表
現

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」

の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
末
永
征
士
さ
ん
（
射

水
市
戸
破
出
身
）
の
干

支
「
戌
」
に
ち
な
ん
だ

大
絵
馬
が
本
年
も
お
目

見
え
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
芸
術
家
を
支
援
す
る「
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
工
房

コ
コ
ペ
リ
」を
通
じ
て
、一
昨
年
の
申
年
よ
り
奉
納
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
、本
年
で
三
度
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
絵
馬
の
大
き

さ
は
縦
一
・
八
ｍ
、

横
二
ｍ
あ
り
、
一

年
の
平
穏
を
祈
る

初
詣
時
に
は
多
く

の
参
拝
者
が
家
族

や
友
人
ら
と
記
念

写
真
を
撮
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
彩
大
絵
馬
は
、

十
一
月
初
旬
ま
で
、

社
殿
向
か
っ
て
右

側
の
翼
廊
軒
下
に

掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　

古
式
の
発
火
法
で
あ
る
火
鑚
具
に
よ
っ
て
、
御
神
前

で
清
ら
か
な
火
〝
忌
火
〟
を
起
こ
し
、
高
さ
約
十
ｍ
超

の
や
ぐ
ら
に
点
火
す
る
左
義
長
で
は
、
お
正
月
飾
り
や

一
年
間
お
世
話
な
っ
た
お
守
り
や
縁
起
物
、
書
き
初
め

な
ど
が
焚
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
日
前
に
北
陸
地
方
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雪
に
よ

る
混
乱
で
、
斎
行
を
心
配
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
各
所
と
の
協
力
の
も
と
、
火
祭
り
当
日
に
は
祭
場
、

参
入
退
出
路
を
確
保
、
例
年
通
り
無
事
に
執
り
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
に
忌
火
が

点
火
さ
れ
る
と
、
一

年
の
無
病
息
災
を

祈
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
方
が
お
参
り
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
ご

協
力
と
ご
理
解
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ご
祭
神
・
二
上
神
の
神
威
霊
験
に
感
謝
し
、
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
の
繁
栄
、
国
民
の
平
穏
を
祈
る
例
祭
が
、
四
月
二
十
三
日

午
前
十
時
か
ら
献
幣
使
を
始
め
神
社
役
員
・
崇
敬
者
ら
多
数
の

ご
参
列
の
下
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
特
に
天
皇
陛
下
御
即
位

三
十
年
・
明
治
維
新
百
五
十
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

大
絵
馬『
七な
な

彩い
ろ　

犬い
ぬ

力り
き

士し

』で
迎
春

一
年
の
感
謝
を
込
め
て

射
水
の
火
祭
り　

左
義
長

節
目
を
祝
い 

さ
ら
な
る
繁
栄
を
祈
る

例
祭
を
厳
か
に
斎
行　

二
上
山
で
は
築
山
行
事

１
月
１
日
　
歳
旦
大
祈
願
祭 

初
詣

１
月
２
日
　
木
遣
り
・
纏
振
り

１
月
６
日
　
消
防
出
初
式

１
月
７
日
　
昭
和
天
皇
祭
遙
拝

1
月
14
日
　
左
義
長 

―
射
水
の
火
祭
り
―
　

２
月
３
日
　
節
分
祭

２
月
11
日
　
紀
元
祭

２
月
17
日
　
祈
年
祭

３
月
21
日
　
春
季
皇
霊
祭

４
月
３
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝

４
月
13
日
　
高
岡
市
護
國
神
社 

春
季
例
大
祭

４
月
18
日
　
日
吉
社
春
祭

４
月
23
日
　
例
祭

４
月
29
日
　
昭
和
祭
　
院
内
社
春
祭

５
月
13
日
　
悪
王
子
社
春
祭

毎
月
１
日 

朔
日
祭
・
23
日 

月
次
祭

祭
事
暦

m o r i - n o - k e s h i k i
平
成
三
十
年
の
幕
開
け

　

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
佳
節
を
迎
え
た
本
年
の

正
月
、
一
日
に
崇
敬
者
各
位
の
生
業
繁
栄
・
家
内
安
全

を
祈
る
歳
旦
大
祈
願
祭
を
斎
行
。
二
日
に
は
富
山
県
若

鳶
会
に
よ
る
「
吉
例　

木
遣
り
・
纏
振
り
」
が
奉
納
さ
れ
、

初
春
の
古
城
の
杜
に
江
戸
木
遣
り
が
響
く
中
、
勇
ま
し

く
纏
が
振
ら
れ
、
本
年
も
射
水
の
大
神
様
の
御
神
徳
を

仰
ぎ
、
大
勢
の
参
詣
者
と
共
に
賑
々
し
く
新
年
を
お
迎

え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大絵馬『七彩　犬力士』

お正月より14日まで、参集殿内のギャラリーでは、10人の作者が干支
をテーマに描いた作品展「七つの彩の祝い戌」が開催されました。

勢いよく燃え上がるやぐら

やぐらの頂上に取り付けられる大熊
手・神号「歳徳大神」・天地の破魔矢

本殿・例祭

築山行事北日本新聞（平成30年4月18日掲載）

　

本
社
祭
典
で
は
、
昭
和
天
皇
が
昭
和
八
年
に
、
世
の

泰
平
を
祈
っ
て
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
御
製
「
天
地
の
神

に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の 

海
の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」

を
も
と
に
、
同
十
五
年
、
皇
紀
二
千
六
百
年
を
奉
祝
し
て
、

時
の
宮
内
省
楽
長
の
多
忠
朝
氏
が
作
曲
振
付
さ
れ
た『
浦

安
の
舞
』
を
本
装
束
の
巫
女
二
人
が
奉
奏
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
二
時
、
元
鎮
座
地
の
二
上
山
の
麓
で
は
古

例
の
「
築
山
行
事
」（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
地
元
の
万
葉
小
学
校
に
通
う

児
童
ら
に
よ
っ
て
神
楽
『
末
広
の
舞
』
が
奉
奏
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
児
童
に
よ
る
奉
納
は
、
今
回
で
十
五
回
目
の

節
目
を
迎
え
、
本
番
に
先
立
ち
、
大
役
を
担
う
三
名
が

本
社
・
射
水
神
社
へ
稽
古
に
通
い
、
巫
女
よ
り
舞
の
姿

勢
や
足
運
び
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
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高
岡
市
護
國
神
社
の
春
季
例
大
祭
も
毎
年
、
桜
花
爛

漫
の
下
で
斎
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ほ
ぼ

散
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
代
わ
り
に
大
雪
で
折

れ
て
も
満
開
と
な
っ
た
桜
の
枝
を
青
竹
の
筒
に
入
れ
、

三
千
五
百
七
十
六
柱
の
御
英
霊
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
巫
女
は
、
手
に
持
つ
採
物
を
「
榊
」
か
ら
「
桜

の
枝
」
に
代
え
て
『
豊
栄
の
舞
』
を
奉
奏
し
ま
し
た
。

　

記
録
的
豪
雪
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
古
城

公
園
・
射
水
神
社
で
す
が
、
雪
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず

倒
れ
、
伐
採
し
た
本
殿
脇
の
桜
の
大
木
の
小
枝
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。

　

四
月
十
一
日
、
清
掃
に
あ
た
っ
て
い
た
神
職
が
見
つ

け
、
さ
っ
そ
く
御
神
前
に
奉
飾
し
ま
し
た
。
今
年
の
桜

は
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
開
花
し
た
こ
と
も
あ
り
、

お
花
見
に
来
て
も
す
で
に
桜
が
散
っ
て
い
た
と
い
う
方

が
多
く
、
こ
の
枝
折
れ
て
、
地
に
着
い
て
も
な
お
一
所

懸
命
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
桜
に
心
も
和
ま
せ
ら
れ
、

強
い
生
命
力
に
感
動
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

出
身
地　

富
山
県
高
岡
市

生
没
年　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

　
　
　
　
　

～
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

出
身
校　

東
京
帝
国
大
学

主
な
官
職　

内
務
官
僚

内
務
次
官
・
神
社
局
長
・

内
務
次
官
軍
人
援
護
会
理

事
長
・
同
胞
援
護
会
副
会
長

兼
理
事
長
・
内
閣
書
記
官
・

内
閣
官
房
記
録
課
長
・
内
閣

官
房
総
務
課
長 　
　

な
ど

　
　
　
　
　

政
治
家

　
　
　
　
　

参
議
院
議
員
（
三
期
）

　
　
　
　
　

富
山
県
知
事
（
公
選
初
代
）

　
　
　
　
　

東
京
都
知
事
（
第
三
十
一
代
）

　
　
　
　
　

石
川
県
知
事
（
第
三
十
二
代
）

　
　
　
　
　

鳥
取
県
知
事
（
第
二
十
七
代
）

　
　
　
　
　

な
ど

位
勲
功　

従
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　

紺
綬
褒
章

　
　
　
　
　

桐
紋
木
杯
一
組
台
付
（
昭
和
三
十
七
年
五
月
）

　
　
　
　
　

菊
紋
銀
杯
一
組
（
昭
和
四
十
年
十
一
月
）

「桜の枝」を供える神職

満開の「桜の枝」

富山新聞（平成30年4月14日掲載）

特
報

富
山
県
知
事
・
射
水
神
社
代
表
役
員

枝
折
れ
て 

な
お 

満
開
に

館　

哲
二
奉
賛
会
長　

没
後
五
十
年 

顕
彰
の
穐と
き　

― 

射
水
神
社
の
中
興
に
尽
力 

―

遷座八十年祭での神幸祭

　

師
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
か
け
て
高
岡
政
財
界
の

御
三
家
の
地
位
を
固
め
、
産
業
基
盤
を
築
い
た
木
津

太
郎
平
氏
（
代
議
士
、
高
岡
市
長
）
の
二
男
と
し
て

生
ま
れ
、
後
に
館
家
の
入
夫
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
官
費
を
絶
た
れ
衰
頽
極
ま
り
な
い
射
水
神
社

の
姿
に
恐
懼
し
、
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
木
津

太
郎
平
氏
で
、
師
も
多
く
の
重
責
を
果
た
さ
れ
る
中
、

そ
の
ご
意
志
を
継
い
で
射
水
神
社
の
代
表
役
員
と
な

り
、
自
ら
復
興
活
動
の
先
頭
に
立
て
る
よ
う
奉
賛
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

官
民
一
致
し
て
厳
粛
盛
大
に
行
わ
れ
た
大
正
十
三

年
の
遷
座
五
十
年
祭
以
来
、
混
迷
す
る
時
局
の
た
め
、

杜
絶
え
て
い
た
毎
十
年
祭
の
再
興
に
邁
進
さ
れ
、
昭

和
二
十
九
年
九
月
十
一
日
に
は
遷
座
八
十
年
祭
と
共

に
、
古
式
の
神
幸
祭
を
斎
行
し
て
、
神
事
に
一
層
の

崇
厳
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
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（
敬
称
略
）

ご
家
族
の
節
目
に
記
念
と
し
て
の
奉
納
品

も
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
銅
地
菊
花
御
紋
吊
燈
籠
　
六
基

　
　
荻
布
　
善
亮

　
　
松
井
　
信
之

　
　
の
し
蓬
莱
　
加
納
千
代
子

　
　
関
口
　
光
子

　
　
宮
﨑
　
　
正
・
太
郎
・
徹

　
　
矢
野
喜
美
子

一
、
菊
花
御
紋
提
灯
　
　
　
　
壱
張

　
　
井
上
機
材
株
式
会
社

一
、
『
学
徒
出
陣
と
そ
の
戦
後
史
』

（
啓
文
社
書
房
　
平
成
二
十
九
年
十
月
刊
）

　
　
著
者
　
久
野
　
潤
（
歴
史
学
者
）

一
、
本
殿
御
匙
正
絹
総
角
結
飾
紐

壱
条

　
　
嶽
　
家

ご

奉

納
吊
燈
籠
を
眺
め
る
奉
納
者

　
〝 

合
わ
せ
水
の
儀 

〟
は
北
陸
地
方
に
伝
わ
る
婚
礼
の

儀
式
で
す
。
こ
の
儀
式
は
、
花
嫁
が
挙
式
当
日
に
新
郎

家
の
ご
先
祖
様
に
お
参
り
を
さ
れ
る
時
に
、
玄
関
先
で

新
郎
家
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
敷
居
ま
た

ぎ
」
の
時
に
執
り
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

軽
巡
洋
艦
「
神
通
」
は
、
米

戦
史
家
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
モ
リ
ソ

ン
元
米
海
軍
少
将
か
ら
「
太
平

洋
戦
争
中
、
最
も
激
し
く
戦
っ

た
日
本
軍
艦
」
と
賞
賛
さ
れ
ま

し
た
。

　

沈
没
後
七
十
五
年
経
っ
た

今
年
、「
神
通
」
の
戦
歴
を
振

り
返
り
戦
没
物
故
者
の
慰
霊

顕
彰
祭
を
、
帝
国
海
軍
軍
艦
慰

霊
顕
彰
会
（
久
野　

潤 

会
長
）

と
共
に
初
め
て
執
り
行
い
ま

す
。

日 

時　

平
成
三
十
年
七
月
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
～

場 

所　

射
水
神
社 

儀
式
殿
［
ど
な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
］

　
帝
国
海
軍
軍
艦
慰
霊
顕
彰
会
及
び
射
水
神
社
で
は
、「
神
通
」
元
乗
組

員
・
戦
没
者
物
故
者
御
遺
族
の
方
、「
神
通
」
関
係
の
写
真
・
史
料
の
情

報
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
戦
後
七
十
年
以
上
を
経
て
、守
護
神
（
艦
内
神
社
の
分
霊
元
）
で
あ
っ

た
射
水
神
社
の
大
前
に
あ
ら
た
め
て
奉
告
申
し
上
げ
つ
つ
、「
神
通
」
お

よ
び
関
係
の
先
人
た
ち
に
慰
霊
顕
彰
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
、
是
非
ご
一
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

七
十
五
年
の
時
を
経
て

軽
巡
洋
艦
「
神
通
」
慰
霊
顕
彰
祭

初
斎
行
の
お
知
ら
せ

　

挙
式
当
日
の
朝

一
番
に
両
家
で
汲

ま
れ
た
水
を
青
竹

等
に
入
れ
て
準
備

し
ま
す
。

　

新
郎
家
の
玄
関

敷
居
の
内
側
か
ら
、

新
郎
の
父
よ
り

盃
か
わ
ら
け

を
新
婦
に
手
渡
し
、
新
郎
家
・
新
婦
家
の
順
に
水

を
注
ぎ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
つ
の
盃
の
中
で
両
家

が
交
わ
り
、
結
婚
に
よ
り
両
家
の
繋
が
り
を
生
む
花
嫁

が
合
わ
せ
た
水
を
飲
み
干
し
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い

両
家
の
絆
を
大
切
に
し
ま
す
と
い
う
決
意
を
も
っ
て
頂

い
た
後
に
、
盃
は
地
面
に
打
ち
付
け
て
割
り
、
新
郎
家

の
敷
地
へ
と
埋
め
ら
れ
ま
す
。

　

盃
が
割
れ
て
元
通
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
新
た
な

家
族
と
し
て
新
郎
家
と
の
絆
を
結
び
新
婦
の
家
に
は
戻

り
ま
せ
ん
、
と
い
う
強
く
清
ら
か
な
決
意
、
そ
し
て
新

郎
は
新
婦
の
想
い
を
受
け
と
め
、
一
生
家
族
と
し
て
幸

せ
に
し
ま
す
、
と
い
う
覚
悟
を
形
に
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、「
一
生
水
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
〝 

和
の
心 

〟
の
表
れ
た
素
晴
ら
し
い
儀
式

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

結
婚
式
場
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
二
人
に

「
合
わ
せ
水
」
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

多
く
の
方
が
「
い
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
や
り
た
い
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。
結
婚
式
場
〝 

う
つ
く
し
の

杜 

〟
で
は
射
水
神
社
参
集
殿
の
大
玄
関
を
新
郎
家
の

玄
関
先
に
み
た
て
、
厳
粛
に
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
人
生
の
節
目
に
執

り
行
わ
れ
て
い
た
儀
式
、
例
え
ば
成
人
を
意
味
す
る
元

服
祝
や
髪
上
祝
、
そ
し
て
結
納
式
な
ど
も
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
人
生
の
門
出
に
あ
た
り
、
厳
か
に
「
合
わ
せ

水
の
儀
」
を
執
り
行
い
、
互
い
の
心
を
通
わ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

両家で汲まれた水と盃

う
つ
く
し
の
杜
　
～ 

合
わ
せ
水
の
儀 

～

軽巡洋艦「神通」



射水神社 検　索

　

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
と
共
に
、
特
に
本
年
は
、
明
治
天
皇
を
中
心
に
近
代
国

家
へ
と
歩
み
出
し
た
明
治
維
新
以
来
、
百
五
十
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
越
中
総
鎮
守
と
崇
め
ら
れ
た
当
社
の
戦
後
の
荒
廃
を
憂
い
、
復
興
へ
献
身

的
に
尽
力
さ
れ
た
館
哲
二
大
人
没
後
五
十
年
、
さ
ら
に
は
御
分
霊
が
守
護
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
た
軍
艦
「
神
通
」
没
後
七
十
五
年
の
節
目
と
も
な
り
ま
す
。

　

心
か
ら
郷
里
を
愛
し
、
発
展
に
力
を
注
が
れ
た
先
人
達
の
思
い
を
今
に
照
ら
し
、

県
民
と
心
ひ
と
つ
に
祭
祀
の
厳
修
と
神
社
奉
護
に
臨
む
所
存
で
す
。

編
集
後
記

堅
香
子 

―
か
た
か
ご
―

発
行
日
／
平
成
三
十
年
六
月
　
　
発
行
所
／
射
水
神
社
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一
　
　
印
刷
所
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社
　
　
表
紙
／
夢
を
追
う
男 

阿
部
雅
龍
氏

お
問
合
せ〈
社
務
所
〉（
〇
七
六
六
）二
二-

三
一
〇
四
　〈
結
婚
式
場
〉（
〇
七
六
六
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〇
八
〇
八
　U
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ー
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越
中
総
鎮
守
一
宮

も
の
の
ふ
の 

八
十
娘
子
ら
が 

汲
み
ま
が
ふ 

寺
井
の
上
の 

堅
香
子
の
花

（
大
伴
家
持
『
万
葉
集
』 

巻
十
九
‐
四
一
四
三
番
歌
）

　

大
伴
家
持
卿
が
『
万
葉
集
』
の

中
で
詠
ん
で
い
る
堅
香
子
は
、
万

葉
集
ゆ
か
り
の
花
と
し
て
高
岡
市

の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
大
鳥
居
前
に
も
堅
香
子
が

植
生
し
て
お
り
、
早
春
に
十
㌢
程

の
花
茎
を
伸
ば
し
、
薄
紫
の
花
を

下
向
き
に
咲
か
せ
、
毎
年
愛
ら
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

家
持
卿
が
詠
ん
だ
美
し
い
花
を

見
て
、
万
葉
の
時
代
に
思
い
を
馳

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

射水　20 

　

河
村
氏
は
大
阪
市
住
之
江
区
在
住
で
、
絵
画
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
全
国

一
の
宮
を
巡
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
十
月
九
日
に
当
社
へ
ご
来
社
、

御
神
木
「
紅
梅
」
と
「
さ
ざ
れ
石
」

を
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
『
全
国
一
の

宮　

巡
拝　

～
東
海
・
甲
信
越
～
』

に
採
録
さ
れ
、
表
紙
に
当
神
社
御
神

木
の
「
紅
梅
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

河
村　
　

世
子
氏 

作
画

　

カ
レ
ン
ダ
ー
『
全
国
一
の
宮　

巡
拝　

～
東
海
・
甲
信
越
～
』


